
工事の概要（参考） 
 

本資料は、本工事の入札公告に示した条件の概要や工事内容をお知らせするための参考資料

であり、契約図書の一部ではありません。 

本工事の詳細な内容に関しては、公告文、設計図書及び現場説明書等をご覧ください。 
 

工事名 
能登海上保安署（Ｒ８）新築工事      （電子入札対象案件） 

                     （電子契約対象案件） 

工事種別 建築工事 

競

争

参

加

資

格 

等級（ランク） 
(1) 建築工事の認定を受けていること。 
(2) 建築工事に係る一般競争参加資格の認定の際に客観的事項（共通事項）に

ついて算定した点数（経営事項評価点数）が1,200点以上であること。 

企業の施工実績等 入札公告 ２．競争参加資格による 

工事場所 次頁による 

工事内容 次頁による 

工  期 

工事の始期から５１２日間 

（ただし、令和９年４月５日（月）(工事着手期限)までに工事を開始すること。

なお、工事の開始とは工事の始期をいう。） 

入札契約方式 一般競争入札（標準型） 

落札方式 施工体制確認型総合評価落札方式（技術提案評価型Ｓ型） 

公告日 令和 ８年 ９月 １日（火） 

申請書及び資料受付期間 

令和 ８年 ９月３０日（水）から令和 ８年１０月 １日（木）までの 

９時００分から１７時００分及び 

令和 ８年１０月 ２日（金）の９時００分から１３時００分まで。 

入札書提出期限 令和 ８年１２月２１日（月） １３時００分 

開札日 令和 ８年１２月２４日（木） １０時００分 

 



 

 

「能登海上保安署（Ｒ８）新築工事」の概要（参考） 

 

 本資料は、本工事の概要をお知らせするための参考資料であり、契約図書の一部ではありませ

ん。本工事の詳細な内容に関しては、図面及び現場説明書等をご覧ください。 

 

Ⅰ．工事の概要 

本工事は、能登海上保安署（石川県鳳珠郡能登町字宇出津イ字 1009-3他）において、庁舎

の建築を行う工事です。 

 

（１） 主な工事内容 

１）建物  

① 庁舎    鉄筋コンクリート造 ３階建（塔屋 1階）     新築 １棟 

建築面積 337.07㎡ 

延べ面積 873.77㎡ 

② 自転車置場 木造 １階建   新築 １棟 

建築面積    9.89㎡ 

延べ面積    9.89㎡ 

 

２）工作物 

① 囲障                            新設 一式 

② 植込み・土留                        新設 一式 

③ 屋外掲示板                         新設１箇所 

④ 庁名板                           新設１箇所 

⑤ 身障者用利用案内板                     新設１箇所 

⑥ オイルタンク基礎                      新設１箇所 

 

 ３）外構 

① 舗装                            新設 一式 

② 砂利敷き                          新設 一式 

③ 屋外排水設備                        新設 一式 

 

 ４）造園 

   ① 樹木                            新植 一式 

 

 ５）設備 

   ① 電気設備                          新設 一式 

② 機械設備                          新設 一式 

③ 昇降機設備                         新設 一式 

 

 

  



 

 

（２） 施工条件明示 

  １．余裕期間（任意着手）を設定しています。 

２．週休 2日を前提に工期を設定しています。 

３．仮設、作業範囲等を明示しています。 

４．概略工程表（案）を添付しています。 

 

その他詳細については、入札公告に添付する図面、現場説明書をご覧ください。 

 

 

 

Ⅱ．本工事における主な取組 

 

 （１）施工条件等の変更にかかる円滑な協議 

   ・設計図書に示された施工条件と実際の工事現場の状態が一致しない場合、設計図書に明示

されていない施工条件について予期することのできない状態が生じた場合などにおい

て、必要と認められるときは、設計変更の対象とします。  

    https://www.mlit.go.jp/gobuild/content/001347702.pdf 

                                  

 （２）工事関係図書の簡素化 

   ・受発注者相互の業務の効率化と工事目的物の品質向上を目的とし、「工事関係図書等の簡

素化」行う工事です。 

 https://www.hrr.mlit.go.jp/eizen/002_koujikanren/SPCD_oct_2024.pdf 

                                   

 （３）主任技術者又は監理技術者及び現場代理人の扱いについて 

   ・本工事は、余裕期間を設定した工事であり、契約締結日の翌日から工事の始期までの期間

については、主任技術者又は監理技術者の配置を要しません。 

・請負契約締結日の翌日から、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材

の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）、工場製作のみが行われる期間、検査終

了後の期間等においては、発注者と受注者の間で書面により明確にした場合に限って、

主任技術者又は監理技術者の専任が不要です。 

   ・これらの期間において、発注者との連絡体制が確保されると発注者が認める場合は、工事

現場における現場代理人の常駐は不要です。 

   ・専任を要しない場合は、主任技術者又は監理技術者は他で契約されている工事等（専任を

要しないものに限る）と兼務することが可能です。 

 

 

  



 

 

（４）入札時積算数量書活用方式の適用 

   ・入札時において発注者が入札時積算数量書を示し、入札参加者が入札時積算数量書に記載

された積算数量を活用して入札に参加することを通じ、工事請負契約の締結後におい

て、当該積算数量に疑義が生じた場合に、発注者及び受注者は、入札時積算数量書に基

づき、積算数量に関して確認及び協議を行うことができる「入札時積算数量書活用方

式」を適用しています。 

 

（５）遠隔地からの建設資材等の調達費用に対する積算方法等の適用 

   ・本工事は契約締結後、被災地特有の事情により、遠隔地から建設資材等を調達せざるを得

ない状況となった場合、支払い実績により設計変更を行う試行工事です。なお、「建設資

材等」とは、以下のとおりです。 

・鉄筋 

 

（６）遠隔地からの労働者確保に要する費用に対する積算方法等の適用 

   ・本工事は契約締結後、被災地特有の事情により、不足する労働者（技術者も含む）を遠隔

地から確保せざるを得ない状況となった場合、支払い実績により設計変更を行う試行工

事です。 

 

 

 

その他詳細については、入札公告に添付する図面、現場説明書をご覧ください。 



見積参考資料

能登海上保安署（Ｒ８）新築工事　「概略工程表（案）」

塔屋

防水工事
外壁工事

建具工事
内装工事

駐輪場
外構工事

電気機械
設備工事

仮設工事
その他（検査）

土工事

基礎工事

1階

2階

13月目 14月目 15月目 16月目月数 1月目 2月目 3月目 8月目 9月目 10月目 11月目

３階

12月目

ステップ　3

4月目 5月目

ステップ ステップ　1-1 ステップ　1-2 ステップ　2

17月目6月目 7月目

準備工・事務所設置

建物位置出し・遣方

外部足場設置

足場解体

受電予定

基礎CON打設（2回）

内装・内部建具工事

外構工事

スリーブ・インサート・ダクト・配管配線・機器取付

準備期間・調査・書類作成

完了検査
行政検査他

足場解体前検査

スリーブ・配管（躯体）

盤・器具取付

外部工事・通線

試験調整

外壁塗装

外部建具工事

仮囲い

鉄板敷き

1階躯体

地盤改良

オイルタンク底板

立上りスラブCON

準備期間 1.5ヶ月

左官下地塗り

養生期間

養生期間

２階躯体 養生期間

３階躯体 養生期間

塔屋躯体 養生期間

屋上防水工事シーリング

概成工期

解体

解体

解体

駐輪場

（施工5日＋組立解体2日＋養生7日）

タンク・砂オープンカット

山留め

根切・床付け

砕石・転圧

基礎配筋・型枠

捨てコン打設

2回

立上り
1回

フーチン

埋め戻し・土間CON

この「見積参考資料」は入札参加者の適切かつ迅速な見積に資するための資料であり、契約書第１条にいう設計図書ではない。従って、「見積参考資料」は請負契約上の拘束力を生じるものではなく、受注
者は、施工条件、地質条件等を十分考慮して、仮設、施工方法、安全対策等、工事目的物を完成するための一切の手段について受注者の責任において定めるものとする。なお、この「見積参考資料」の有効
期間はこの工事の入札日までとする。


